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平成２８年度 第１回石狩市地場企業等活性化審議会議事録 

 

日 時 平成２８年６月２８日（火）１４：００～１５：３０ 

場 所 石狩市役所３階庁議室 

出席者 委 員：北山寉会長、酒井志津子副会長、山本浩二委員、髙梨朝靖委員、 

渡辺百美子委員、木村秀裕委員 

     石狩市：企画経済部産業振興担当部長 百井宏己 

         商工労働観光課 課長 小島 工 

         商工労働観光課 主査 中野 映 

         商工労働観光課 主任 河田寛史 

傍聴者 ０名 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

【事務局（小島課長）】 

 定刻となりましたので平成２８年度第１回石狩市地場企業等活性化審議会を開催させていただ

きます。審議会の開催に先立ちまして、白井副市長よりご挨拶申し上げます。 

【白井副市長】 

みなさんこんにちは。本日は大変お忙しいところ、今年度第１回目となります石狩市地場企業等活

性化審議会にご出席いただきまして、ありがとうございます。本年度初回の開催となりますが、本来

であれば田岡市長よりご挨拶するところでございますが、公務の関係で出席がかないませんことから、

私のほうよりご挨拶させていただきます。 

本日お集まりいただきました皆様には日頃から行政推進に対し、格別なご尽力を賜り、改めてこの

場を借りて厚く御礼申し上げます。本市では、昨年、石狩市第５期総合計画が策定されました。直面

する少子高齢化や人口減少、大都市への人口流出などといった様々な課題に対し、石狩市に暮らす人

たちが「住み続けたい」と思えるような“魅力あるまち・いしかり”であり続けることが求められて

いるところでございます。その総合計画の分野別計画に位置付けられております「第３次石狩市地場

企業等活性化計画」が今年度をもって計画期間が満了することを受け、平成２９年度から向こう５年

間を計画期間とするこの計画を今年度中に策定することとしております。このあと、本審議会に諮問

をさせて頂きますが、「第４次石狩市地場企業等活性化計画」の策定に関し、皆様方にはそれぞれの

お立場からの視点でご意見を頂きたく、お願い申し上げたいと思っております。また、本年４月から

新たに石狩金融協会より、木村札幌信用金庫石狩支店長のご推薦を頂き、本審議会の委員委嘱をさせ

て頂いております。よろしくお願い申し上げます。 

市におきましては、こうした計画の中で、今４つほどの計画がございます。石狩市における農業振

興計画、漁業振興計画、観光振興計画、そしてこの石狩市地場企業等活性化計画の４つがございます

が、これらがいずれも今年度をもって計画期間が満了するということもございまして、こちらも今年

度中に次期計画を策定する予定となっております。これらの４計画は、本市の産業振興に密接に関わ

ることから、本審議会をはじめとした各計画の検討組織間において連携を十分図りながら、各計画の
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策定を進めていきたく考えており、これらにつきましてのご協力も頂きたく、終わりになりますが、

今年度も本審議会において、石狩市の地場企業の活性化を図るため、お力添えを賜りたくお願い申し

上げまして、あいさつとさせて頂きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【事務局（小島課長）】 

ただいまの副市長の挨拶でもありましたとおり、今年度は、「第４次石狩市地場企業等活性化計画」

の策定を行うこととしており、計画策定にあたり本審議会に意見を求める旨の諮問をさせていただき

ます。副市長より北山会長に諮問書をお渡しいたします。 

【白井副市長】 

代読します。石狩市地場企業等活性化審議会会長、北山寉様、石狩市長田岡克介。石狩市地場企業

等活性化計画の策定について諮問します。このことについて、石狩市地場企業等活性化条例第３

条第３項の規定に基づき、貴審議会の意見を求めます。どうぞよろしくお願いします。 

【事務局（小島課長）】 

よろしくお願いいたします。白井副市長ですが、この後他の用務がございまして、ここで退席

させていただきます。 

【白井副市長】 

どうぞよろしくお願いします。 

【事務局（小島課長）】 

それでは改めまして、本日ご出席いただいております委員の方々の紹介と我々事務局のスタッ

フの紹介をさせていただきます。なお、本日審議会の委員から欠席のご連絡が入っております。

石狩市農業協同組合の大田富夫様、石狩湾漁業協同組合の堀内智睦様、北石狩農業協同組合の長

谷川司様、それと鈴木いずみ様の４名の方々から、本日欠席のご連絡をいただいております。そ

れから石狩北商工会の渡辺委員ですけれども、先程連絡がございまして、１０分ほど遅れるとい

うことで、もう間もなくいらっしゃると思います。それでは私の方から委員の皆様をご紹介させ

ていただきます。まず、会長であります北山寉様です。 

【北山会長】 

改めてよろしくお願いいたします。 

【事務局（小島課長）】 

続きまして、石狩商工会議所よりご推薦いただいております山本浩二様です。 

【山本委員】 

山本です。よろしくお願いします。 

【事務局（小島課長）】 

同じく石狩商工会議所よりご推薦いただいております酒井志津子様です。 

【酒井委員】 

酒井です。よろしくお願いします。 

【事務局（小島課長）】 

一般社団法人石狩観光協会よりご推薦いただいております髙梨朝靖様です。 

【髙梨委員】 

髙梨です。よろしくお願いします。 
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【事務局（小島課長）】 

本年４月より石狩市金融協会の中から、新たに委員のご推薦をいただいております札幌信用金

庫石狩支店長の木村秀裕様です。 

【木村委員】 

日頃大変お世話になっております。今後ともよろしくお願いします。札幌信用金庫の木村と申しま

す。 

【事務局（小島課長）】 

それでは、私ども事務局スタッフの紹介をさせていただきます。本年度新たに企画経済部の中

に私ども商工労働観光課を含め、農政課、林業水産課、それから農業委員会事務局を所管する部

長といたしまして新たに百井が就任いたしました。 

【百井部長】 

すでに色々なところでお世話になっております。改めましてよろしくお願いいたします。 

【事務局（小島課長）】 

改めまして、本年４月から商工労働観光課長となりました小島です。引き続きよろしくお願い

申し上げます。次に、商業労政担当主査の中野でございます。 

【事務局（中野主査）】 

中野です。よろしくお願いします。 

【事務局（小島課長）】 

同じく商業労政担当の河田主任でございます。 

【事務局（河田主任）】 

河田と申します。よろしくお願いします。 

【事務局（小島課長）】 

それでは、ここから議事に入らせていただきます。本日の会議ですが、およそ１時間から１時

間半程度を予定しております。それではこれからの議事進行を北山会長にお願いしたいと思って

おります。よろしくお願いいたします。 

【北山会長】 

それでは、ただ今から審議会の議事に入りたいと思います。今日は、大変お忙しいところあり

がとうございます。先程副市長からもお話がありましたとおり、この地場企業等活性化計画の第

３次計画が今年度で終了するということで、来年３月までということになります。その間今日を

含めて３、４回開催するということでございますし、漁業、農業、観光のほうもそれぞれ計画の

策定を進めているところですので、私どものほうも建設的な意見を積極的に出して魅力的な石狩

のまちづくりを進めていただければと思います。 

それではお手元にレジュメ、次第がありますけれども、本日の議事が４つありまして、１つ目

として副会長が欠員となっていますので選任する。２つ目が現計画の推進状況、３つ目が次期計

画の骨子及び体系について、最後に次期計画の策定スケジュールについての４本の議事でござい

ますので、よろしくお願いします。 

それでは１つ目の副会長の選任についてですが、事務局のほうからご説明をお願いします。 

【事務局（小島課長）】 



平成２８年度第１回石狩市地場企業等活性化審議会議事録（H28.6.28） 

- 4 - 

 

私からご説明させていただきます。まず、昨年７月に就任いただいたときに、会長、副会長を

皆様から互選いただきましたが、副会長でありました石狩市農業協同組合の大江様が異動となり、

代わりに新たな委員として、大田富夫様を石狩市農業協同組合からご推薦いただきました。しか

しながら、現在副会長が不在となっております。地場企業等活性化条例第１２条第１項の規定で

は、委員の互選により副会長を置くことになっています。どなたか副会長に適任な委員の推薦ま

たは立候補等につきましてお願いしたいと思います。 

【北山会長】 

どなたかご推薦される方がおりましたら、お願います。 

【山本委員】 

酒井委員を推薦します。 

【北山会長】 

ただ今、酒井委員とのご指名がありましたけれども、他の方のご推薦はありませんでしょうか

（拍手）。それでは、酒井委員よろしくお願いいたします。 

【酒井副会長】 

よろしくお願いします。 

【北山会長】 

それでは、次の議題に進めさせていただきます。２番目として「第３次計画の推進状況につい

て」ということで、事務局からご説明お願いいたします。 

【事務局（河田主任）】 

改めまして、事務局の河田です。はじめに、本来であれば事前に資料をお配りし、目を通して

いただいた上でご出席いただくべきところを、資料配布が当日となってしまい、大変申し訳ござ

いませんでした。 

早速、推進状況を説明したいところですが、今年から新たに加わった委員の方もいますことか

ら、「石狩市地場企業等活性化計画」の概要について冒頭簡単にご説明させていただきます。 

本計画ですけれども、皆様のお手元にございます「参考資料１：石狩市地場企業等活性化条例」

に基づき、策定しております。第１条に目的が明記されておりますが、本条例は、地場産材の開

発、普及等及び市内における取引関係の強化拡大を促進することにより、地場企業等の活性化を

図り、もって市内の産業の高度化及び多様化並びに本市の経済の自立性向上に寄与することを目

的に、平成１０年３月に制定されました。この目的にのっとり、地場企業等活性化計画を策定し

ております。 

第１次計画は、途中１回の改訂を経て、平成１１年度から１６年度まで、途中空白期間を置い

て、平成２１年度から２３年度までが第２次計画期間、現在は平成２４年度から平成２８年度ま

での第３次計画を推進しております。 

次にお手元の参考資料２「石狩市地場企業等活性化計画第３次計画」をご参照ください。こち

らの１９ページから２２ページまで、「第５章地場企業等活性化に向けての施策方針」として５

つの施策方針とそれに関連する１６の施策が掲載されております。この施策の推進状況を毎年度

終了後に取りまとめ、本審議会にご報告をさせて頂いております。 

前置きが長くなりましたが、ここから昨年度、平成２７年度の推進状況を資料１に基づき、ご
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説明申し上げます。資料１をご覧ください。まず施策方針の１つ目、「石狩湾新港地域の活性化」

として、「１．企業誘致の推進」、「２．事業拡大や事業継続の促進」の２項目が掲載されており

ます。 

「企業誘致の推進」は首都圏を中心とした企業訪問や企業誘致フェアへの出展などを実施し、

計画目標である新港地域の操業企業数６５０社に対し、平成２７年度末で６２７社となっており

ます。これらの取組を今年度も継続して実施していく予定でございますが、立地可能性の観点か

らポイントを絞った誘致活動を行うことが課題に挙げられています。 

「事業拡大や事業継続の促進」については、平成２４年度に「石狩市企業誘致促進条例」を改

正し、新たな立地企業があったところです。今後ですが、個別の企業戦略に対応できるよう市内

の経済関係団体等と連携しながら、企業ニーズの把握と情報収集に努めたいと考えておりますが、

新港地域内外における企業間連携を促進する機会の確保などが課題に挙げられています。 

２ページをお開き下さい。施策方針の２つ目、「地域コミュニティの担い手の活性化」として、

「３．新たな購買層の取り込み」、「４．コミュニティビジネスの推進」、「５．恒常的な地域活性

化策の推進」の３項目が掲載されております。 

「新たな購買層の取り込み」については、「新港地域への就業者、観光客、高齢者などの購買

層を取り込むことを主眼とし、事業展開に向けた検討やセミナーなどを実施します。」という内

容ですが、実際事業展開に向けた検討は行っておりますが、具体的なセミナー等について２７年

度は実施しておりません。今後については、事業展開に向けた検討を更に重ねていきたいと考え

ておりますが、購買層への具体的なアウトリーチ手法の確立が課題に挙げられております。 

「コミュニティビジネスの推進」については、助成金などの活動資金に関わる情報提供や、市

民活動情報センター事業として、市民を対象としたまちづくり講演会を実施しております。これ

らを本年度についても継続して実施していく予定でございますが、実際にコミュニティビジネス

の推進体制として、担い手やニーズの把握が整わないことが課題に挙げられています。 

「恒常的な地域活性化策の推進」ですが、これについて、社会福祉協議会において「ボランテ

ィアポイント制度」を平成２４年度から実施しており、このボランティアポイントにより、石狩

ハイスタンプ会がスタンプ事業を実施しております。おおむね３０分のボランティア活動に対し

て１ポイントが付与され、これをハイスタンプ会が実施するハイスタンプ１０枚と交換できる制

度でございます。今年度も継続して実施する予定ですが、ボランティア人材の拡大などが課題に

挙げられています。 

次に、施策方針の３つ目、「石狩のブランド力向上」として、「６．販路拡大支援」、「７．地産

地消の推進」、「８．特産品の知名度向上活動」、「９．特定地場産材の指定制度の設計」の４項目

が掲載されています。 

「販路拡大支援」ですが、北海道産品取引商談会や北海道物産展などの他、昨年度は新たにイ

タリアで開催されたミラノ万博にも出展しています。今年度は、新たに東京都庁での物販、さら

には「全国鍋グランプリ」への出展なども予定していますが、新たな販路開拓や継続的な出展機

会の確保などが課題として挙げられています。 

３ページをお開き下さい。「地産地消の推進」ですが、石狩三大秋祭りやいしかり食と農の未

来づくりフェスタの開催、いしかり地産地消の店認証事業の実施、昨年度は新たにスーパーマー
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ケットと連携した「石狩鍋セット」の販売などを行い、本年度も継続していく予定ですが、地産

地消の意識醸成、地産地消の認証店数の頭打ちなどといった課題が挙げられています。 

「特産品の知名度向上活動」ですが、地場産材の知名度向上に向け各種イベントへの出展をは

じめ、平成２７年度は新たに動画共有サイト「ユーチューブ」への各種ＰＲ動画の投稿や、イン

ターネットサイトのヤフーショッピング内に通販サイトを開設するなどの取組を実施していま

す。今年度も継続して各種イベントへの出展や動画制作、通販サイトの運営などを行っていく予

定ですが、動画サイトや通販サイトの認知度向上などが課題として挙げられています。 

「特定地場産材の指定制度の設計」ですが、昨年度も本審議会において、特定地場産財、石狩

ブランドの支援方策について協議をさせて頂いていまして、本年度も本計画策定と併せて支援制

度等を検討して参りたいと考えていますが、支援策に係る具体的なニーズの把握が課題に挙げら

れています。 

次に、施策方針の４つ目「新たなネットワークの構築・人材活用」として、「１０．異業種等連

携の推進」が掲載されています。これは、石狩イコロの会という異業種交流会を定期的に開催し

ています。今年度についても継続して実施する予定になっておりますが、勉強会のテーマ設定や

人材育成などが課題として挙げられています。 

４ページ目をお開きください。次に、施策方針の５つ目「地場企業等の経営革新と基盤強化」

として、「１１．情報・事例の提供」、「１２．建設業の革新」、「１３．金融支援等の強化」、「１

４．地域経済活性化のための組織の強化」、「１５．人材育成支援」、「１６．労働力確保への支援」

が掲載されています。 

「情報・事例の提供」ですが、各種支援制度の情報提供を市ホームページ・広報などで実施し

ています。今年度も継続して実施する予定ですが、情報を必要とする企業等にタイムリーに情報

提供する手法などが課題として挙げられています。 

「建設業の革新」ですが、商工会議所におけるリフォームフェスタへの支援、また市としてそ

れぞれの所管において、例えば契約課であれば、小規模修繕契約希望者登録制度という５０万円

以下の小額修繕費について一般の指名業者登録とは別の制度として、建設業の小規模事業者に発

注するような制度をつくっています。今年度についても継続していく予定ですが、財源の確保な

どの課題が挙げられています。 

「金融支援等の強化」ですが、市の中小企業等特別融資制度の運用、各種融資制度などに係る

情報提供を行っています。今年度も継続して実施していく予定ですが、実際に融資を受けようと

する事業者のニーズ把握が課題として挙げられています。 

「地域経済活性化のための組織の強化」ですが、本審議会の開催を継続して行っていくと共に、

今年度は次期計画を策定することとしています。課題としては、関係団体との連携強化が挙げら

れています。 

最後に５ページをお開き下さい。「人材育成支援」ですが、私ども商工労働観光課内に石狩市

季節労働者通年雇用促進協議会を設けていまして、そこでの通年雇用に向けての技能講習会や通

年雇用促進セミナー、さらには高校生就職支援セミナーなどを実施しており、今年度も継続して

実施予定ですが、セミナー等の周知手法や資格取得者への通年雇用化に向けた支援手法などが課

題として挙げられています。 
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最後、「労働力確保への支援」ですが、ハローワーク札幌北と連携して市役所２階にジョブガ

イドいしかりを開設しているほか、シルバー人材センターへの支援や、雇用促進支援員等による

通年雇用啓発などを行っています。今年度も継続していく予定ですが、こうした体制の維持・継

続に係る財源確保などが課題として挙げられています。 

長くなりましたが、第３次石狩市地場企業等活性化計画の推進状況についての説明は以上とな

ります。 

【北山会長】 

ただ今事務局より計画策定方針の推進状況の説明がありました。ご質問、ご意見などがありま

したら、お聞かせ願いたいと思います。何かございませんでしょうか。 

では、私からよろしいですか。「地場企業等の経営革新と基盤強化」のところの１３番目「金

融支援等の強化」というところで、石狩市金融協会が今回審議会の委員になりましたが、この中

では制度融資と政策金融公庫の２本になっていますが、いろいろ石狩市としても創業者向けの支

援の強化とか事業再建の非常に厳しい経済状況になっていますが、金融関係の支援に関して事例

として出ていると思うのですが、多少でも何か付け加えることがあれば事務局からご説明お願い

します。 

【事務局（小島課長）】 

私から一点、補足説明させていただきます。市の中小企業特別融資制度につきましては、運転

資金、設備資金２種類ありまして、運転資金がこれまでは、１，０００万円、設備資金につきま

しては２，０００万円という枠でしたが、私どもで石狩市金融協会、市内の金融機関との意見交

換を重ねていまして、運転資金の枠を拡充して欲しいとのご意見があり、また、償還期間もこれ

まで５年以内であったものを延長して欲しいというお話がありました。当然それに伴う利子補助

制度も行っていまして、予算にも反映されますので、内部での検討を重ねた結果、本年４月より、

新たに運転資金を１，０００万円から２，０００万円に、償還期間を５年以内から７年以内とい

うことに延長したところです。 

【北山会長】 

それは、中小企業向けですか。 

【事務局（小島課長）】 

そうです。中小企業向けです。 

【北山会長】 

そういった、石狩市の金融協会との協力によって、中小企業向けの融資条件の拡大が図られて

いるということで、入っていないと思いまして、その辺については、また事務局で検討していた

だければと思います。他に何かご意見、ご質問等ございませんか。 

【酒井副会長】 

解らないので、お聞きします。最初、漁業、農業、観光の流れでこれからの審議会の話をする

と思いますけど、私は商業、商人です。それで商工会の絡みもありますけれども、何か商売、商

業という言葉というのは、挙がってこないのでしょうか。商業というのは中々聞かないので。建

設業というのは良く聞きますが、商業というのは、サービスもあるのですけれども、イコロの会

は何度か出ていますけど、それは食べる方の絡みなので、花屋のような商売の話は、ないのかと
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思いまして。いつも商業というのが入っていないので。それが今回は入るのか、自分の商売がど

こかに入るのか、いつも思うのですけれど、自分の商売はどこで区分けされるのかを、観光にな

るのでしょうか。 

【北山会長】 

酒井副会長の質問は、この計画の「地域コミュニティの担い手の活性化」のなかに「新たな購

買層の取り込み」、３番目の、４番目の「コミュニティビジネスの推進」などいろいろ商店街の、

商業的なものが入ってきています。 

【酒井副会長】 

プレミアム商品券は、全然関係ないのでしょうか。去年ありましたけれども。 

【事務局（小島課長）】 

確かに施策方針の中、５つありますけれども、商業の振興という言葉は、実は無く、今北山会

長が言われたとおり、商業部門については、新たな購買層を取り込む、コミュニティビジネスを

推進する、恒常的な日常の買い物、地域活性化策の推進、石狩の全体でブランド力を向上してい

くなど、販路拡大の支援など相対的なところで、商業振興策の一策として、去年行いましたプレ

ミアム付商品券事業などが包括されるといった考えですけれども、例えば次期計画を策定するの

にあたって、「もっと商業を振興しなければいけない」「地元商店街を活性化させなければいけな

い」という視点の計画へのご意見をいただきたいと考えています。 

【酒井副会長】 

計画には入っていないですが、商店街を歩くと大型店に顧客を取られて空き店舗になり、ここ

にもセブンイレブンの方がいますけれども、セイコーマートやセブンイレブンのような商店があ

って、昔から石狩に住んで商売を行っているところが段々減ってきて、商店街の活性化がなく、

寂しい思いをしていて、その中で頑張っているみなさんがいます。計画の中でも、そのような商

店街が良くなることで、違ってくるという思いがあります。計画となるとただこういうことしか

なくて、何かできないかと思っています。 

【事務局（小島課長）】 

  そのような意見をいただくことは、大変ありがたく思っていまして、今言われたとおり商店街

が何となく衰退している、本町地区のセブンイレブンが閉店したといったような、実際の事例も

ありますので、その場合に地域住民の買い物の支援対策として、行政としてできること、事業者

としてできること、地域住民としてできることをみなさんからご意見をいただいて、今年度策定

する計画の中に、このようなことを行いたいという意見を委員のみなさまから出していただきた

いと考えています。 

【北山会長】 

よろしいですか。その他何かご意見ございませんか。特になければ、このような内容でよろし

いでしょうか。はい、ありがとうございます。 

それでは次の議題ですが、計画の骨子及び体系についてということで、事務局からご説明よろ

しくお願いいたします。 

【事務局（小島課長）】 

お手元の配布資料のカラーの産業振興関連計画、平成２９年度から平成３３年度の５ヵ年間イ
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メージ、と記載した資料がございます。先程副市長の挨拶にもありましたとおり、本年度は私ど

もの産業振興関連の４つの計画、この４つの計画というのは、第４期の農業振興計画、第２次の

漁業振興計画、第２次の観光振興計画、そして第４次の地場企業等活性化計画、これら平成２９

年度から５ヵ年の新たな計画を作ることとしております。これらの計画は、産業振興というとこ

ろでそれぞれが密接に関係することから、これらの計画を単独で作るのではなく、それぞれ横串

を通したかたちで、連携してそれぞれの分野の計画も頭の片隅に残しつつ計画を策定していきた

いと考えております。また、計画によってそれぞれ、私どもは審議会による計画の策定手法とな

りますが、それぞれ検討委員会、策定委員会等を作り、計画を策定することになりますけれども、

産業振興の計画ですので、関係団体等は重複するといいますか、ある団体によっては、すべての

計画の策定委員の中に委員として入っていただいているところもございます。その点につきまし

ては、団体や委員の方々にはご苦労をおかけすることと思いますけれども、計画の策定について

密接に連携を図りながら進めていきたいと考えております。 

次期地場企業等活性化計画の体系図と骨子については、改めて担当の河田から説明させていた

だきます。 

【事務局（河田主任）】 

それでは資料２－１をご覧ください。第４次計画の体系図（案）ということで、事務局の方で

たたき台を作成させて頂いています。 

はじめに考え方でございますが、現在進行中であります第３次計画で取り組んでおります内容、

先ほど平成２７年度の取組内容と課題についてご説明申し上げましたが、各項目それぞれで抱え

ております課題の解決に向けて、次期計画でも引き続き取り組んでいくことを想定しております。

加えて、前回計画を策定した平成２３年度から現時点で５年が経過していることを受け、その間

の社会情勢の変化等を鑑み、必要となる対策を追加することで考えております。 

お手元の資料ですが、まず左の「重点戦略」、これは、昨年度策定しました市の第５期総合計

画、これは「石狩市地場企業等活性化計画」の上位計画にあたりますが、総合計画の戦略目標の

１つ「石狩の資源からモノや仕事を創り出す」の中に掲げられている内容として、「新たな産業・

雇用の創出」、「地域ブランド力の向上」、「地域循環型経済の創出」の３つを重点戦略として明記

しております。 

次に真ん中の「基本方向」ですが、左の重点戦略に関連する柱をぶら下げております。５本の

柱については、第３次計画と同様ですが、左の重点戦略の順番に沿って、基本方向の順番を前回

から入れ替えております。なお、基本方向、その右の基本施策の項目の前に振ってある番号です

が、これは第３次計画での掲載順番を表しております。 

次に右側の「基本施策」ですが、第３次計画でも掲載されていた施策はそのまま掲載しており

まして、第３次計画を推進する中で出てきている課題の解決に向けて、引き続き取り組むことを

想定しております。また、第３次計画策定から５年が経過し、その間の社会情勢の変化等への対

応策として、朱書きで記載した内容を新たに基本施策に盛り込むことを想定、検討しております。 

新しく記載したものについてご説明申し上げますけれども、上から９つ目、まず、「小規模企

業者への支援」でございますが、常時従業員が２０名以下、商業又はサービス業は５名以下の会

社及び個人が小規模企業者に該当しますが、平成２６年６月に小規模基本法及び小規模支援法が
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改正されたことを受け、市内における小規模企業者への支援に取組む必要性があることから、今

回追加で掲載しております。 

「後継者対策」ですが、先日発表となりました「２０１６年版中小企業白書」で、全国の中小

企業の経営者年齢の分布図が掲載されており、２０１５年時点で経営者の最も多い年齢が６６歳

と、２０年前と比べ約２０歳も上昇しているとのことでした。また、石狩市内の２０１４年の経

営者平均年齢が５８．６歳となっており、今後さらに上昇することが見込まれることから、後継

者対策を喫緊の課題と捉え、今回追加で掲載しております。 

「創業・起業支援」ですが、前回平成２４年の経済センサスを見ると、石狩市内の創業比率が

１．５１％と全国平均の１．８４％、北海道平均の１．９５％を下回っている状況にあります。

ただ、経済産業省が実施している「平成２８年度創業・第二創業促進補助金」、これは既に募集

が終了しているのですが、全国で２，８６６件の応募があり、うち採択は１３６件、北海道では

３件とかなり狭き門であり、石狩市内からは４件の申請がありましたが、全て不採択との結果で

ありました。全国的にみても創業・起業ニーズが非常に高まっていると思われ、そういった部分

への支援に取り組む必要性から、今回追加で掲載しております。 

その下になりますが、「クラウドファンディングの活用促進」ですが、インターネット上で不特定

多数から小口資金を集める資金調達手法として昨今注目を集めており、金融機関からの融資だけでは

ない新たな資金調達の流れを市内事業者にも広めることを目的に、今回追加で掲載しております。 

一つ飛びまして、「クラウドソーシングの促進」ですが、インターネット環境の普及に伴い、企

業等が不特定多数に業務を委託する手法として昨今注目されております。平成２４年の経済セン

サスで市内の従業者数が前回調査から５％弱減少し、今後も減少が見込まれる中で今後の市内労

働力の補完、さらには無職の主婦層など労働力の掘り起こしも目的に、今回追加で掲載しており

ます。 

４つ飛びまして、「ふるさと納税の推進」ですが、市でもふるさと納税の受付を行っています。

昨年４月からは１万円以上の寄付者に対し、「生ニシン２kg 程度」を返礼品として発送しており、

平成２７年は金額ベースで前年から約２割増の約１０３万円の寄付がありました。ただ、全国的

には、平成２７年度は金額ベースで前年度の約４．３倍の約１，６５３億円と大幅に増加し、返

礼品の仕組みで地域特産品のＰＲが広く行われていることから、市内の特産品ＰＲの観点からも、

今回追加で掲載しております。 

最後、一番下になりますが、「買い物弱者への支援」ですが、国立社会保障人口問題研究所に

よる石狩市内の２０４０年の将来推計人口が平成２２年国勢調査人口から約２２％減少して４

６，５６４人になると推計され、一方で老年人口は平成２２年国調人口から約３５％上昇して１

８，４９０人と推計されています。高齢化の進行に伴う買い物弱者の増加が予見されますことか

ら、今回追加で掲載しております。 

次に資料２－２をご覧ください。ただ今ご説明申し上げた体系図を基にした計画の骨子案を作

成しております。「参考資料２：第３次計画」の目次と見比べて頂ければと思うのですが、前計

画からの変更点としては、前回第６章に記述していた「計画の推進管理」を第１章に記述すると

ともに、「計画の変更」に係る記述を同じく第１章に記述することを想定しております。第３章

の現状と課題の部分ですが、前計画で「農林業の振興」「水産業の振興」とあったものを、今回
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統合して「農林水産業の振興」、前計画で「商工業の振興と創業・企業の促進」「雇用・勤労者対

策の推進」とあったものを、今回統合して「商工業の振興」としております。第４章以下につい

ては、先ほどの体系図の順番に入れ替えて掲載しております。 

長くなりましたが、第４次石狩市地場企業等活性化計画の骨子及び体系についての説明は以上

です。 

【北山会長】 

ただいま、事務局より第４次石狩市地場企業等活性化計画の骨子及び体系について説明があり

ました。ご質問等あれば、お願いいたします。 

【渡辺委員】 

「ふるさと納税の推進」とありますけれども、結局、ふるさと納税したときの返礼品がニシン

２キロということで、もっとすばらしいものという期待があったのですけれども、全国区のニュ

ースを見たときに、もっとすばらしい、何々牛、そこまでいかなくとももう少し魅力的なもの、

ニシンが魅力的でないとは言いません、大好きですけれども、そのようなものを考えても主婦的

な発想ですけれども良いかと思います。 

【酒井副会長】 

高岡に、野菜でトマト。添加物が入っていないトマトを箱詰めにして石狩の食の。私もニシン

は嫌いではないですけど、「ニシンか」と思ってしまいました。いつも食べているので、そう思

ったのですけれども、他と比べてしまうので。そこで「お金を納税してもらう」ことになると、

もう少し考えなければと思うのですけれども、そこまで市は力を入れていないのでしょうか。 

【百井部長】 

ふるさと納税については、興味深いテーマだと思います。市の第２回定例会が昨日終わりまし

て、その中で質問がありました。最近、当別でふるさと納税５億くらい、全国では何十億と入る

ところがある。本市では、入ってくるお金よりも、控除するお金のほうが多く、逆にマイナスに

なっている状況です。市長は、基本的に税の体系については、本来利益を得るために税金を払う

わけではない。それから国全体のことを考えて税を集めて分配するべき、という基本的な考え方

があるではないか、という主張をしているため、ふるさと納税には少し消極的に受け取られる面

もあるかもしれません。一方そうは言っても現実的な対応も検討する必要があると答弁をさせて

頂きました。これについては、行政内部でも検討するのですが、この機会にみなさんからも率直

な市民感覚、企業感覚などいろいろな角度でご意見をいただければと考えています。 

【北山会長】 

計画の骨子の第４章の基本方針の４番目にある石狩市のブランド向上のところで枠組みされ

ていますけれども、この時に納税の問題、もし話があれば具体的に出していただきたいと思いま

す。 

他に何かありませんか。私からよろしいでしょうか。骨子の第３章の３番目の商工業の振興の

現状と課題のところと、第４章の基本方針の２番目の地場企業等の経営革新と基盤強化、これは

当然、先程の建設業の経営革新が入ってくると思うのですが、先程の酒井副会長の意見、商業の

ところも含めて何かご提言をいただいたほうが良いと思うので。今年度、骨子はこのまま出るの

でしょうか。 
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【事務局（小島課長）】 

はい、骨子は本日このようにお示しして、この方向でということでご了承していただければ、

これに肉付けをしていくという形になります。 

【北山会長】 

それでは、中味はともかく、今日の意見として、商業の経営革新についてはどのようになりま

すか。 

【事務局（小島課長）】 

先程、酒井副会長から言われた「商業」という言葉は確かに入っていないというところがあっ

て、地場企業等の経営革新と基盤強化と謳っていますけれども、より小規模というか昔からやら

れている商店や個人事業主といったところに対するもう少し項目立ても、もしかすると必要なの

かと今少し思っているところです。 

【北山会長】 

石狩市は札幌市に隣接しているので、購買力が何十億と流出しているので、こういった問題、

課題がありますので、少しでも流出しないように。 

【酒井副会長】 

商店街努力や個人努力は、みなさんが考えて行っているのだけれども、札幌市に近いというこ

とがかなり響いている。あとはネットも響いている。最終的には個人が何もしていないからその

ようなことになるか、個人がもう少し頑張っていれば何か日の目を見るか、自業自得で、私はそ

う思っている。このままでは、昔からのお店がつぶれてしまうような、商店街がなくなるような、

それも悲しい話で、商店街でみなさん頑張っているのですけれども、あまり流出しない、自分た

ちのお店を使ってもらいたいという努力も、それぞれの石狩の商店街では行っているところが多

い。何か大きいところのみを見るなど、そういうところだけ見ていても、私は違うのではないか

思うのですが。小さな支援をするところから、手助けすることが、市長がよく言う官民一体では

ないけど、市民と協力するということに結びつくような気がします。 

【北山会長】 

今回は骨子、計画の骨子について、大きな方向性、先程言ったように商業というところにスポ

ットを当てて欲しいということであれば、今後の中身の部分でまた意見を述べていただければと

いうことで、今回出された骨子の原案については、ご了承いただけますでしょうか。よろしいで

すか。特に変えるところはないということで、中身で商業を取り上げてほしいということで、よ

ろしいですか。 

それでは、次の最後の議題ですけれども、計画策定のスケジュールについて、事務局よりご説

明お願いします。 

【事務局（河田主任）】 

それでは、資料３をご覧下さい。上段に第４次石狩市地場企業等活性化計画の策定、並びに本

審議会の開催スケジュールを、下段に今回新たに組織する予定の「連絡調整会議」のスケジュー

ルを掲載させて頂いております。「連絡調整会議」ですが、先ほど来、市では今年度産業振興関

連４計画を策定する旨ご説明申し上げておりますが、資料の一番下のコメ印にもあるとおり、そ

れぞれの計画が密接に関連することから、各計画の検討組織構成員２名程度からなる検討会議を
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組織する予定としております。 

スケジュールに戻りますが、基本的には、事務局でたたき台を作成したものを本審議会でご意

見を伺いながら、計画を固めていくような流れを想定しています。まず、本日の会議を踏まえ、

計画骨子及び体系を完成させ、それを基に、計画素案のたたきを事務局で作成する予定としてお

ります。事務局で作成した計画素案たたきを基に、９月上旬から中旬頃を目処に第２回の本審議

会でご意見を伺い、９月中に素案を完成させる予定としております。計画素案を基に、１０月上

旬から中旬頃に「連絡調整会議」に参画し、そこで出された意見等を踏まえ、事務局で原案のた

たきを作成し、１０月下旬から１１月上旬頃を目処に、第３回の本審議会でご意見を伺い、１１

月中に原案を完成させる予定としております。 

その後、１２月から２月の中で約１ヶ月程度、パブリックコメントを実施し、広く計画原案に

対する意見を伺い、その意見を基に事務局で案を作成し、２月中を目処に第４回審議会で答申を

頂き、案を完成させる予定としております。なお、計画については、最終的に３月中旬頃に最終

決定させることを想定しております。 

第４次石狩市地場企業等活性化計画の策定スケジュールについての説明は以上です。 

【北山会長】 

ただいま、事務局より第４次石狩市地場企業等活性化計画の策定スケジュールについて説明が

ありました。ご質問等あれば、いかがでしょうか。 

【百井部長】 

会長よろしいでしょうか。先程４計画の説明を課長から申し上げました。今一度こちらの４計

画の図を見ていただきたいと思うのですが、このような連携した作り方というのは、実は私ども

初めてです。過去個別に、それぞれ独立して策定しておりましたものを、説明のあったとおり連

携すべき内容が多いということで、この度なるべく関係のあるところは結び付けていく取り組み

をしたいと思いまして、こういう言い方をすると怒られるかもしれませんが、ある意味トライア

ルを行い、修正をかけていくということを考えています。しかし、白紙からすべてを作成するこ

ととなると大変なことになりますので、ある程度現実的な策定方法ということで、担当がたたき

台を作り、それに対してご意見またはその他のものをいただければ加えていくという手法を取り

たいと、ただ冒頭お詫びしましたけれども、今日お見せして、今日ご意見をいただくというのは

大変失礼な話ですので、次回は、イメージですけれども、ある程度未完成の状況でみなさんにお

届けして、全部に対しご意見をいただくのが大変な場合は、得意な分野や興味のあるところを中

心に事前にご意見をいただくような形を採らせていただきたいと思いまして、そのためには私ど

もから早く資料を差し上げてご質問、ご意見を事前にいただくという方法を採りたいと考えてお

ります。 

課長から横串しというお話がありましたが、この表を見ていただくと縦にそれぞれ４つの計画

がありますけれどもそれぞれ色分けがされていまして、これは意図的に色分けをしました。担当

から体系図の案をお示ししましたけれども、地場活性化の体系図とイコールではありません。例

えば４計画の一番左側を見ていただくと、人づくり、担い手づくりが大事なキーワードがありま

す。そのキーワードをもとに課題を共有化すること、それが横串しという意味です。さらにその

中で最も重要な点について例えば先程の商業の問題、特に流通、物流など全体に関わる重点の何
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かプロジェクトを作ることも良いのではないかというイメージでおります。これについては例と

して、あくまでも挙げておりますので、これからご意見をいただく中で、私どもが検討する中で、

そういったものを作り上げていきたいという考えでいます。 

【北山会長】 

ありがとうございます。４つの計画作りがあり、整合性を取るために、密に連絡、調整を取り

合って作成するということで、先程の説明にもありましたけれども、それぞれ２名ずつを出して、

スケジュールでは１０月の上旬から中旬になるということですけれども、それはどのようにどの

ような方を、２人決めるのでしょうか。選出方法については、どのようにされるのでしょうか。 

【事務局（小島課長）】 

 連絡調整会議には２名程度、地場企業等活性化審議会の委員様から選出させて頂きたいと考え

ていますけれども、選出方法については、会長と個別に打ち合わせをさせて頂いてよろしいでし

ょうか。 

【北山会長】 

いつでしょうか。 

【事務局（小島課長）】 

後日ということで。 

【北山会長】 

後日２名を推薦するということで次回の審議会でということでしょうか。 

【事務局（小島課長）】 

ある程度、会長に一任ということで、今皆様から承認いただければと思います。 

【北山会長】 

承認についてはですね。決定は次回の審議会ということでいいですか。 

【百井部長】 

４つの計画が同時進行ということで、他の審議会のどういった分野の方が、どのように入るか、

まだ正直見えていないので、委員皆様のご理解をいただけるのであれば会長に取り仕切っていた

だければと思います。 

【北山会長】 

事務局からのお話がありましたけれども、後日市と協議しまして、２人の方の選出をして。こ

れは事前に本人の了承を得て、審議会ということでお願いするということでよろしいでしょうか。

よろしいですね。それでは、予定の議題がすべて終わりましたので、終わらせていただきます。

事務局の方から何かありますか。 

【事務局（小島課長）】 

次回の会議についてですけれども、先程スケジュールでご説明させていただきましたが、９月

の上旬から中旬の辺りで開催させていただきたいと考えております。できる限り、早めに、他の

４計画の関係もありますことから、日程調整はさせていただきたいと思いますので、大変恐縮で

すが、ご協力をお願いしたいと思います。事務局からの連絡は以上です。 

【木村委員】 

確認ですけれども、地方創生の懇話会のメンバーもいらっしゃるのですけれども、それと今回
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の検討組織の地場企業等活性化審議会とは違うものという位置づけですか。イコールですか。 

【事務局（小島課長）】 

戦略懇話会とは違うものとなります。 

【木村委員】 

違うものということですね。わかりました。今行っているのは、検討組織の地場企業等活性化

審議会、この第４次地場企業等活性化計画が持ち分で、具体的に行うということですね。 

【百井部長】 

関係性は随所に出てくるとは思いますけれども。 

【木村委員】 

非常に似ていると思いまして。具体的な部分で、金融機関人ですから、人とお金の関係があり、

金融としてどのようなサービスの提供ができるのか、ここでも考えて、なお且つ地方創生の会議

のときでも、おそらくリンクされるところはあると思いますけれども、違うということでよろし

いですね。考え方は。 

【事務局（小島課長）】 

はい。 

【北山会長】 

条例で定まった審議会ということで、重みがあります。それでは長い時間ありがとうございま

す。以上で終わらせていただきます。 
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